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令和３年11月定例会

◦１１月定例会の概要など 	 １
◦本会議質問　15人の議員が行った主な一般質問と答弁要旨 	 ２～５
◦委員会の概要　各常任・特別委員会の主な審議事項等 	 ６～７
◦可決された条例、意見書など 	 ８

主
な
内
容

佐賀県議会 検　索 ➡➡

「インターネット議会録画」や
「会議日程」、「会議録」などが
ご覧いただけます。

○令和３年度補正予算議案【原案可決】
　一般会計２件、特別会計３件
○条例議案【原案可決】
　�「佐賀県職員給与条例等の一部を改正する条例案」
など９件
○条例外議案【原案可決】
　「県事業に対する市町の負担について」など１１件
○人事議案【同意】
　「教育委員会委員の任命について」など２件

○専決議案【承認】
　「県有財産の取得の専決処分について」
○決算議案【認定】
　令和２年度歳入歳出決算　など２件
○意見書案【可決】
　「原油価格高騰への対処を求める意見書」など２件
○請願【採択】
　�「私学助成の大幅増額・教育費の保護者負担の軽減・
教育条件の改善をもとめる請願書」

　１１月定例会では、新型コロナウイルス感染症、令和３年８月豪雨災害、国の経済対策に伴い早急に措置を要
するものについて所要額を２８９億３，９７２万円追加（追加後総額約６，３８５億３，９８６万円、対前年比１．６％増）する令
和３年度一般会計補正予算案など５件の補正予算案が原案のとおり可決されました。

【議決の状況等】

１１月定例会　概要（会期　１１月２５日～１２月１５日）

難病対策推進議員連盟の研修会を開催

　令和３年１２月１４日、難病対策推進議員連盟の研修会が行な
われました。佐賀大学教育研究院医学域医学系看護学科小児
看護学領域　教授　鈴木智惠子氏に、「医療的ケアが必要な子
どもと家族」の演題で、医療的ケアを受ける子どもの状態や
医療的ケアを持つ子どもと家族への支援等について講演いた
だきました。
　講演後の質疑応答では、県内の医療的ケアを必要とする子
どもの数や医療的ケアができる看護師の確保についてなどの
質問がありました。

議案に対する議員の表決態度（賛否）は、県議会ホームページで公表しています。（佐賀県議会　→　議案等の審議結果　→　議案件名一覧）

　令和３年１１月１４日に行われた佐賀県議会
議員補欠選挙（唐津市・東松浦郡）で右の
２名の議員が当選されました。

● �田中　秀和�
（自由民主党）

● �桃崎　祐介�
（自由民主党）

県議会議員補欠選挙の結果
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漁
協
内
で
は
、
国
防
の
大
切
さ
は
理
解
い

た
だ
き
な
が
ら
も
、
公
害
防
止
協
定
を
結
ん

だ
先
人
た
ち
の
思
い
や
有
明
海
の
漁
業
環
境

に
対
す
る
不
安
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
葛
藤
の
中
で
今
回
、
漁
協
と

し
て
、
公
害
防
止
協
定
覚
書
付
属
資
料
の
変

更
を
条
件
付
き
で
受
け
入
れ
る
と
の
重
い
判

断
を
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

　
決
断
い
た
だ
い
た
漁
協
の
皆
さ
ん
の
思
い

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
今
後
、
防
衛
省

に
対
し
て
、
佐
賀
空
港
の
民
間
空
港
と
し
て

の
使
用
発
展
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
前
提
を

確
認
し
つ
つ
、
漁
協
に
い
た
だ
い
た
判
断
条

件
、
そ
し
て
漁
協
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
し
っ

か
り
と
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
内
水
氾
濫
対
策
の
た
め
、
県
は
「
内

水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｉ
Ｆ
）」
を
立
ち
上
げ
た
。
災

害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
中
、
こ
れ
ま
で

幾
度
と
な
く
被
害
に
あ
わ
れ
た
被
災
者
は
心

が
折
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
今
後
、
知
事
は

内
水
氾
濫
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｉ
Ｆ
で
は
、「
人
命

等
を
守
る
」、「
内
水
を
貯
め
る
」、「
内

水
を
流
す
」
と
い
う
３
つ
の
大
き
な
対
策
を

掲
げ
、
内
水
氾
濫
対
策
を
国
、
市
町
等
の
関

内
水
氾
濫
対
策（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｉ
Ｆ
）

問答

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で

き
る
こ
と
か
ら
順
次
取
り
組
み
、
県
が
全
体

調
整
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
治
水
事
業
は
、
１
年
や
２
年
の
短
期
間
で

は
達
成
が
困
難
な
も
の
も
あ
る
が
、
来
年
も

大
雨
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
想
定
し

て
、
次
に
発
生
し
た
際
に
ど
こ
ま
で
対
応
で

き
る
か
が
勝
負
と
の
強
い
思
い
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
仮
に
浸
水
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

床
上
浸
水
を
で
き
る
だ
け
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る

な
ど
、
被
害
を
可
能
な
限
り
極
小
化
し
て
い

き
、
良
く
な
っ
た
と
効
果
を
実
感
で
き
る
よ

う
に
全
力
で
や
っ
て
い
く
。
皆
で
力
を
合
わ

せ
た
か
ら
実
現
で
き
た
、
そ
う
い
っ
た
取
組

を
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
、
内
水
被
害
の
軽
減

に
向
け
て
、心
を
一
つ
に
チ
ー
ム
佐
賀
、オ
ー

ル
佐
賀
で
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
内
水
氾
濫
】

　

	

市
街
地
に
排
水
能
力
を
超
え
る
多
量
の
雨

が
降
り
、排
水
が
雨
量
に
追
い
付
か
ず
建
物

や
土
地
が
水
に
浸
か
る
現
象
。

　

	「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｉ
Ｆ
」の「
Ｉ
Ｆ
」は	

	

「Inland	W
ater	Flooding

（
内
水
氾

濫
）」と「
仮
定（
も
し
も
を
想
定
し
て
備
え

る
）」の
意
味
を
込
め
て
い
る
。

　
　
　
有
明
海
漁
協
は
、
令
和
３
年
１１
月
３０

日
に
開
催
さ
れ
た
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
条
件
付
き
で
公
害
防
止
協
定
覚
書
付

属
資
料
の
変
更
に
つ
い
て
応
じ
る
と
の
方
向

性
を
出
さ
れ
た
。

　
知
事
は
、
今
回
の
有
明
海
漁
協
の
判
断
を

ど
う
受
け
止
め
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
知
事
就
任
以
来
、３
年
半
に
わ
た
り
、

計
画
の
全
体
像
、将
来
像
の
明
確
化
、

米
軍
の
利
用
や
オ
ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
、
生

活
環
境
や
漁
業
、農
業
な
ど
へ
の
影
響
な
ど
、

様
々
な
観
点
か
ら
確
認
や
検
討
を
行
い
、
論

点
整
理
を
公
表
し
た
。
そ
の
上
で
、
県
議
会

に
お
け
る
議
論
や
決
議
も
踏
ま
え
て
、
平
成

３０
年
８
月
に
防
衛
省
か
ら
の
要
請
を
受
け
入

れ
、
公
害
防
止
協
定
覚
書
付
属
資
料
の
変
更

に
つ
い
て
、
有
明
海
漁
協
と
協
議
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
の
判
断
を
行
い
、
有
明
海
漁
協

に
対
し
て
協
議
の
申
入
れ
を
行
っ
た
。
さ
ら

に
判
断
後
も
、
有
明
海
漁
協
を
複
数
回
訪
問

し
て
、
公
害
防
止
協
定
覚
書
付
属
資
料
の
変

更
に
つ
い
て
協
議
を
申
し
入
れ
て
き
た
。

政
策
・
総
務

佐
賀
空
港
の
自
衛
隊
使
用
要
請

問答

■
質
問
議
員

十
二
月
一
日
（
水
）

●
坂
口　
祐
樹
（
自
由
民
主
党
）

●
藤
崎　
輝
樹
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
中
本　
正
一
（
公
明
党
）

●
武
藤　
明
美
（
日
本
共
産
党
）

●
冨
田　
幸
樹
（
自
由
民
主
党
）

十
二
月
二
日
（
木
）

●
中
村　
圭
一
（
自
由
民
主
党
）

●
田
中　
秀
和
（
自
由
民
主
党
）

●
向
門　
慶
人
（
自
由
民
主
党
）

●
西
久
保
弘
克
（
自
由
民
主
党
）

●
江
口　
善
紀
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

十
二
月
三
日
（
金
）

●
下
田　
　
寛
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
古
賀　
和
浩
（
自
由
民
主
党
）

●
宮
原　
真
一
（
自
由
民
主
党
）

●
一
ノ
瀬
裕
子
（
佐
賀
讃
花
の
会
）

●
古
賀　
陽
三
（
自
由
民
主
党
）

※
質
問
順

一
般
質
問

本
会
議
質
問

　
主
な
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

佐
賀
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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め
、
全
国
の
福
祉
施
設
や
個
人
作
家
の
ユ

ニ
ー
ク
な
作
品
や
突
き
抜
け
た
作
品
を
セ
レ

ク
ト
し
た
展
覧
会
を
県
立
博
物
館
で
開
催
し

た
。

　
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
様
々
な
取
組
を
通

じ
て
、
障
害
の
あ
る
方
の
芸
術
活
動
の
裾
野

が
広
が
り
、
障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
、
芸

術
性
の
高
い
作
品
が
正
当
に
評
価
さ
れ
、
障

害
の
あ
る
方
の
社
会
的
、
経
済
的
な
自
立
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

学
校
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
権
に
お
い
て
鹿
島
高

等
学
校
が
優
勝
す
る
な
ど
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の

盛
り
上
が
り
が
出
て
き
て
お
り
、
こ
う
し
た

県
内
の
動
き
を
踏
ま
え
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
運

営
者
や
競
技
者
な
ど
、
様
々
な
関
係
者
の

意
見
や
他
県
の
取
組
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
文
化
芸
術
を
創
造
し
、
享
受
し
、
文

化
的
な
環
境
の
中
で
生
き
る
喜
び
を

見
い
だ
す
こ
と
は
、
人
々
の
変
わ
ら
な
い
願

い
で
あ
り
、人
々
の
つ
な
が
り
や
相
互
理
解
、

尊
重
し
合
う
土
壌
を
提
供
し
、
多
様
性
が
受

け
入
れ
ら
れ
る
豊
か
な
社
会
を
形
成
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
障
害
の

あ
る
方
の
文
化
芸
術
活
動
は
、
障
害
の
あ
る

方
の
生
活
を
豊
か
に
し
、
多
様
な
価
値
観
を

尊
重
し
、
他
者
と
の
相
互
理
解
に
つ
な
げ
、

社
会
参
加
を
促
す
た
め
の
重
要
な
活
動
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
県
で
も
、
県
内
外
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を

集
め
た
企
画
展
を
開
催
し
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
取
組
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
障
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
芸
術
活
動
を
楽

【
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
】

　

	

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
の
略
称
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム（
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
）

を
使
用
し
た
対
戦
を
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し

て
捉
え
る
際
の
名
称
。

障
害
者
の
文
化
芸
術
活
動

問

　
　
　
知
事
は
令
和
３
年
１０
月
７
日
の
定
例

記
者
会
見
で
、
２
０
２
４
年
に
本
県

で
開
催
さ
れ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
関
し
、「
国
ス
ポ

で
も
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
」と
述
べ
ら
れ
た
。初
め
て
の
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し

て
開
催
さ
れ
る
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」
は

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
を
飛
躍
的
に
広
げ
る

絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
る
。

　
今
後
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
向
け
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
福
祉
、
医
療
、
地
域

振
興
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
多
面
的

に
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
で
の

活
用
検
討
や
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」
に
向

け
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
２
０
１
９
年
の
茨
城
国
体
で
は
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
全
国
初
の
都
道
府
県
対
抗

に
よ
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
大

変
話
題
に
な
っ
た
。
県
内
で
も
、
全
国
高
等

地
域
交
流

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

問答

し
む
こ
と
の
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
実
現
す

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　
今
後
、
県
は
障
害
者
の
文
化
芸
術
活
動
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
県
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
障
害
の

あ
る
方
が
文
化
芸
術
活
動
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
障
害
の
あ
る
方
や
支
援
者
に
向

け
て
、
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
普
及
支
援
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、発
表
の
機
会
の
創
出
、

人
材
育
成
、
相
談
対
応
な
ど
の
支
援
を
進
め

て
い
る
。
中
に
は
１
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

活
動
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な

方
々
の
創
作
活
動
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
施

設
等
で
行
う
展
覧
会
や
、
作
品
を
発
表
す
る

際
の
権
利
関
係
、
販
売
す
る
際
の
値
段
設
定

の
相
談
な
ど
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　
発
表
の
機
会
の
創
出
と
し
て
は
、
佐
賀
県

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の

下
で
、
佐
賀
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
作
品
展

を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
は
二
十
一

回
目
に
な
る
。
本
作
品
展
は
出
品
作
品
も
観

覧
に
訪
れ
る
方
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
文

化
芸
術
活
動
を
行
う
方
も
、
作
品
に
関
心
を

持
つ
方
も
、
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
そ
の
活
動
が
関
係
者
の
中
に
限

ら
れ
、
広
く
一
般
の
方
々
に
障
害
の
あ
る
方

の
作
品
の
す
ば
ら
し
さ
や
芸
術
性
の
高
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
県
内
を
は
じ

答

【
取
組
の
例
】

　

	

関
係
す
る
ア
ー
ト
展	

～
心
が
震
え
る
ほ
ど

感
動
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
～	

	

期
間
：	

令
和
３
年
１
２
月
４
日（
土
）～	

	

令
和
４
年
１
月
２
３
日（
日
）、

　
於
：
佐
賀
県
立
博
物
館
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令
和
２
年
６
月
、国
会
に
お
い
て「
聴

覚
障
害
者
等
に
よ
る
電
話
の
利
用
の

円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」
が
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
、
令
和
３
年
７
月
１
日
よ
り
電
話
リ

レ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
正
式
な
公
共
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
て
い
く

た
め
に
は
、
聴
覚
障
害
者
な
ど
の
当
事
者
だ

け
で
な
く
、行
政
や
関
係
機
関
、医
療
施
設
、

福
祉
施
設
、
学
校
等
を
は
じ
め
、
多
く
の
県

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
県
民
等
へ
の
周
知
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

健
康
福
祉

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
促
進

問

広
報
媒
体
を
通
し
た
普
及
啓
発
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
農
福
連
携
の
取
組
は
決
し
て
容
易
で
は
な

い
が
、
農
業
分
野
と
福
祉
分
野
そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
の
声
を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
、
一
つ
一

つ
の
課
題
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
で
、
双
方

が
安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
障

害
の
あ
る
方
々
が
農
業
分
野
に
お
い
て
生
き

生
き
と
活
躍
す
る
姿
が
県
内
に
広
が
っ
て
い

く
よ
う
、
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
農
福
連

携
の
取
組
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
。

【
農
福
連
携
】

　

	

障
害
者
等
が
農
業
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と

を
通
じ
、自
信
や
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会

参
画
を
実
現
し
て
い
く
取
組
。

　
　
　
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
す
る

た
め
に
は
、
聴
覚
障
害
者
等
に
よ
る

利
用
登
録
が
進
む
こ
と
と
併
せ
て
、
広
く
聴

覚
障
害
者
等
以
外
の
方
々
に
も
こ
の
制
度
を

認
知
し
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
場
面
で
ス

ム
ー
ズ
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
医
療
機
関
や
金
融
機
関
な
ど

様
々
な
機
関
や
団
体
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
資
料
の
配
布
、
県

や
市
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
様
々
な
広
報

媒
体
で
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
案
内
す
る
な
ど
、
制

度
に
つ
い
て
工
夫
を
行
い
な
が
ら
周
知
に
努

め
て
い
き
た
い
。

答【
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
】

　

	

聴
覚
や
発
話
に
困
難
の
あ
る
方（
以
下「
聴

覚
障
害
者
等
」）と
聴
覚
障
害
者
等
以
外
の

者
と
の
会
話
を
、通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
が
手

話
・
文
字
と
音
声
を
通
訳
す
る
こ
と
に
よ

り
電
話
で
双
方
向
に
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
。

　
　
　
県
で
は
農
福
連
携
の
取
組
を
さ
ら
に

進
め
る
た
め
、
令
和
３
年
１０
月
２８
日

に「
農
福
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
」

を
立
ち
上
げ
た
。

　
農
福
連
携
の
取
組
を
進
め
て
い
く
上
で
、

障
害
者
の
方
に
対
す
る
農
家
の
方
の
理
解

や
、
障
害
者
一
人
一
人
の
障
害
程
度
に
合
わ

せ
た
休
憩
所
や
ト
イ
レ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整

備
と
い
っ
た
施
設
の
問
題
な
ど
様
々
な
問
題

が
あ
り
、
双
方
が
安
定
的
に
良
好
な
関
係
を

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、現
場
の
声
を
聞
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
あ
っ
た
取
組
を
進
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
農
福
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
現

場
の
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
当
面
３
つ
の
重
点
項
目
を
設
定
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
農
業
分
野
と
福
祉
分
野
の
双

方
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
っ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
の
強

化
。
二
つ
目
は
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

ご
と
に
成
功
事
例
を
つ
く
り
、そ
の
横
展
開
。

三
つ
目
は
、
マ
ル
シ
ェ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

産
業
労
働

農
林
水
産

農
福
連
携
の
今
後
の
取
組

問答

▲出典：総務省ＨＰ
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卒
業
後
の
社
会
参
加
に
つ
い
て
は
、
就
職

を
希
望
す
る
生
徒
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ

て
丁
寧
に
ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
お

り
、
就
職
希
望
者
の
就
職
率
が
近
年
で
は
ほ

ぼ
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
別
支
援
学
校
の
卒
業
生
は
、
就
職
す
る

場
合
だ
け
で
は
な
く
、
作
業
所
へ
通
所
す
る

場
合
や
、
介
護
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
生
活
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が

主
体
性
や
や
り
遂
げ
る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
な
ど
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
で
、

社
会
の
中
で
必
要
と
さ
れ
、
自
分
ら
し
く
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

ス
ギ
」
の
普
及
に
取
り
組
み
、
林
業
者
の
収

益
確
保
や
、
森
林
の
若
返
り
に
つ
な
げ
て
い

く
。

　
今
後
と
も
、
本
県
の
豊
富
な
森
林
資
源
を

活
用
し
て
、経
済
価
値
を
生
み
出
し
な
が
ら
、

佐
賀
の
林
業
の
振
興
と
、
健
全
な
森
林
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
少
子
化
に
よ
っ
て
、
児
童
生
徒
数
全

体
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
特
別
支

援
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
数
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。
県
内
で
も
特
別
支
援
学
校
に

【
サ
ガ
ン
ス
ギ
】

　

	

成
長
が
早
く
、強
度
が
あ
り
、花
粉
が
少
な

い
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
次
世
代
ス
ギ
。県
林
業

試
験
場
が
、５６
年
の
歳
月
を
か
け
て
開
発
し

た
。教

　
育

特
別
支
援
学
校

問

　

こ
の
他
、
県
政
全
般
に
つ
い
て
幅
広

い
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
問
項
目
】

・�

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト

・
玄
海
原
子
力
発
電
所

・
流
域
治
水
の
推
進

・
自
動
車
税
の
減
免
申
請
手
続

・�「
は
じ
ま
り
の
名
護
屋
城
。」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

・�

不
登
校
対
策
に
お
け
る
市
町
が
設
置
す

る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

・
ク
リ
ー
ク
を
活
用
し
た
内
水
対
策

・�

県
有
施
設
や
学
校
現
場
に
お
け
る
生
理

用
品
の
配
置�

な
ど

　
　
　
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
市
場
の
活
況
や
中

国
な
ど
の
経
済
活
動
の
活
性
化
、
さ

ら
に
は
世
界
的
な
コ
ン
テ
ナ
不
足
な
ど
が
要

因
で
、
日
本
に
入
っ
て
く
る
外
材
が
少
な
い

状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は

国
産
材
の
需
要
増
が
継
続
し
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
の
価
格
は
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
佐
賀
県
の
林
業
を
振
興

す
る
た
め
に
は
、
本
県
の
特
徴
を
踏
ま
え
、

林
業
で
稼
ぐ
、
担
い
手
を
増
や
す
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
る
な
ど
の
取
組
が
重
要
と
考
え
る

が
、
県
で
は
今
後
、
林
業
の
振
興
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
本
県
林
業
の
特
徴
は
、
人
工
林
率
が

全
国
一
で
あ
り
、
木
材
資
源
が
豊
富

に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し

た
豊
富
な
資
源
を
活
用
し
、
林
業
者
が
活
発

に
木
材
生
産
を
行
う
と
と
も
に
、
生
産
さ
れ

た
木
材
に
付
加
価
値
を
付
け
て
販
売
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
県
の
大
規
模
な
製
材
工
場

等
と
連
携
し
て
、
県
産
木
材
の
さ
ら
な
る
利

用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
建
築
物
や
様
々
な

用
途
へ
の
利
用
促
進
、
市
場
で
の
評
価
の
高

い
多
良
岳
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、
県

産
木
材
の
高
付
加
価
値
化
を
図
っ
て
い
き
、

さ
ら
に
、
ス
ギ
の
新
品
種
で
あ
る
「
サ
ガ
ン

林
業
の
振
興

問答

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

佐
賀
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

通
う
児
童
生
徒
は
増
加
し
て
お
り
、
令
和
３

年
９
月
議
会
に
お
い
て
鳥
栖
市
内
に
新
た
な

特
別
支
援
学
校
を
整
備
す
る
方
針
が
示
さ
れ

た
。
特
別
支
援
教
育
を
必
要
と
す
る
子
供
た

ち
の
た
め
に
、
特
別
支
援
学
校
の
教
育
環
境

を
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
と
考
え

る
。
新
た
な
特
別
支
援
学
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
県
は
ど
の
よ
う
な
学
校
を
目
指
し
て

い
く
の
か
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
学
校
の
卒
業
生
の
進
路

に
つ
い
て
は
、
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
、
就

職
が
難
し
い
生
徒
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応

じ
た
取
組
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
県
教
育

委
員
会
で
は
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

　
　
　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
６
年
３

月
末
に
閉
園
予
定
の
九
千
部
学
園
の

施
設
と
用
地
を
活
用
し
て
、
鳥
栖
・
基
山
地

区
に
お
け
る
新
し
い
特
別
支
援
学
校
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
特
別

支
援
学
校
は
、
鳥
栖
市
、
基
山
町
の
知
的
障

害
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
て
、
小
学
部
か

ら
高
等
部
ま
で
百
数
十
人
程
度
の
規
模
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
。
学
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
教
育
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
、
鳥
栖
・

基
山
地
区
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
セ
ン

タ
ー
的
機
能
を
担
い
、
地
域
の
小
中
学
校
の

支
援
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
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委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
１０
件
が
原
案
可
決
、
２
件
が
同
意
、

請
願
１
件
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
補
正
）
予
算
関
係
分

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

・�

収
用
委
員
会
の
委
員
及
び
予
備
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

・�

私
学
助
成
の
大
幅
増
額
・
教
育
費
の
保
護

者
負
担
の
軽
減
・
教
育
条
件
の
改
善
を
も

と
め
る
請
願
書

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に
対
す
る

支
援
状
況
と
、
今
後
の
普
及
促
進
と
利
活

用
に
対
す
る
県
の
考
え
方

・�

県
内
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
や
、ス
ム
ー

ズ
横
断
歩
道
の
設
置
目
的
と
今
後
の
見

通
し
、「
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
渡
ろ
う
運
動
」

の
取
組

総
務
常
任
委
員
会

委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
７
件
が
原
案
可
決
、
請
願
１
件
が
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
補
正
）
予
算
関
係
分

・�

佐
賀
県
公
立
学
校
職
員
給
与
条
例
の
一
部

改
正

・�

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
全
て
の
学
年

で
早
急
に
３０
人
以
下
学
級
を
実
現
す
る
こ

と
を
求
め
る
請
願
（
不
採
択
）

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

い
じ
め
を
認
知
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

見
直
し
の
概
要
と
県
内
で
の
認
知
件
数
や

重
大
事
態
の
発
生
状
況
、
い
じ
め
問
題
に

対
す
る
課
題
と
今
後
の
県
教
育
委
員
会
の

取
組

・�

県
立
高
校
再
編
の
目
的
と
再
編
後
の
状
況
、

校
舎
制
を
導
入
し
た
学
校
の
検
証
状
況
と

一
学
校
一
校
舎
制
に
関
す
る
県
の
所
見

・�

県
さ
が
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運

営
状
況
と
成
果
や

課
題
、
新
規
会
員

獲
得
等
に
向
け
た

今
後
の
県
の
取
組

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
２
件
が
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
補
正
）
予
算
関
係
分

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

内
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
流
域
治

農
林
水
産
商
工
常
任
委
員
会

▲	東よか干潟ビジターセンター「ひがさす」の視察▲	あまねくいっさい（医療的ケア児者の地域生活
を支える取組）の視察

▲佐賀県市町会館の視察▲交通機動隊の訓練状況の視察

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

佐
賀
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

・�

地
方
公
務
員
の
定
年
引
上
げ
制
度
に
係
る

県
の
条
例
改
正
の
概
要

委
員
会

　

常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
の
審

議
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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水
・
内
水
対
策
や
、
た
め
池
の
貯
留
機
能

向
上
へ
の
取
組

・�
令
和
３
年
８
月
豪
雨
で
被
災
し
た
農
林
業

の
早
期
復
旧
へ
の
取
組
、
復
旧
工
事
の
不

調
・
不
落
へ
の
対
応
や
市
町
へ
の
支
援

・�

サ
ガ
ン
ス
ギ
の
特
徴
や
森
づ
く
り
に
関
す

る
県
の
戦
略
、
林
業
従
事
者
確
保
に
向
け

た
取
組

委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
５
件
が
原
案
可
決
、
１
件
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
補
正
）
予
算
関
係
分

・
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
県
有
財
産
の
取
得
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

８
月
豪
雨
に
よ
る
県
道
星
賀
港
線
の
被
害

状
況
及
び
応
急
的
な
対
応
と
本
復
旧
に
向

け
た
今
後
の
県
の
取
組

・�
城
原
川
ダ
ム
事
業
に
お
け
る
水
没
予
定
地

域
の
状
況
や
事
業
の
進
捗
状
況
及
び
地
域

振
興
に
関
す
る
検
討
状
況
と
事
業
に
対
す

る
決
意

・�

九
州
陶
磁
文
化
館
の
現
状
の
認
識
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
的
や
内
容
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
併
せ
て

開
催
す
る
企
画
展
の
内
容

・�

唐
津
バ
イ
パ
ス
の
整
備
状
況
や
国
道
２
０

２
号
唐
津
大
橋
付
近
に
お
け
る
交
通
渋
滞

対
策
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
及
び
唐

津
大
橋
の
四
車
線
化
に
向
け
た
今
後
の
県

の
取
組

地
域
交
流
・県
土
整
備
常
任
委
員
会

委
員
会
審
議

　
付
議
事
件
に
つ
い
て
執
行
部
に
対
す
る
委

員
会
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

新
鳥
栖‐武
雄
温
泉
間
を
フ
ル
規
格
で
整
備

す
る
場
合
の
並
行
在
来
線
の
区
間
や
Ｊ
Ｒ

九
州
と
の
協
議
に
対
す
る
県
の
考
え
方
及

び
空
港
ル
ー
ト
に
関
す
る
福
岡
県
の
状
況

・�

５
回
目
の
「
幅
広
い
協
議
」
に
お
け
る
鉄

道
局
か
ら
の
説
明
に
つ
い
て
の
県
の
受
け
止

め
と
、
鉄
道
局
に
提
案
し
た
時
速
２
０
０

キ
ロ
程
度
の
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
や
今

後
の
協
議
に
向
け
た
県
の
考
え
方

・�

鉄
道
事
業
の
廃
止
届
に
つ
い
て
九
州
運
輸

局
に
よ
る
意
見
聴
取
の
プ
ロ
セ
ス
と
県
や

市
町
の
意
見
の
内
容

新
幹
線
問
題
対
策
等
特
別
委
員
会

▲ジョブカフェＳＡＧＡの視察
　（若年者就労支援の状況）

▲	畜産試験場の視察
　（佐賀牛研究施設の整備状況）

▲	西九州自動車道の視察（伊万里道路(南波多町府
招～東山代町長浜間)の整備状況）

▲	国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所の視察
（六角川水系全体の被害状況及び対策について）

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

佐
賀
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

お読みになった
ご感想やご意見を
お寄せください

「さが県議会だより」の次号は、６月１日発行です。

〒８４０−８5７０　佐賀市城内一丁目１番４5号
TEL	０９5２−２5−７３０６　　FAX	０９5２−２5−７２７９
E-mail　gikai@pref.saga.lg.jp
ホームページ　https://www.pref.saga.lg.jp/gikai/

佐賀県議会事務局政務調査課

佐賀県議会 検　索 ➡➡県議会ホームページより、会議録・インターネット中継・録画放送などがご覧いただけます

佐賀県議会会議録
平成１１年以降の会議録を
検索できます。

http://www.db-search.
com/saga/index.php/

インターネット中継
本会議（委員会）の様子をリアルタイム
で視聴できます。
（開会中のみ）

https://www.pref.saga.
lg.jp/gikai/kiji0034826/
index.html

http://sy.pref.saga.lg.jp/
gikai/stream/usr/

録画放送
インターネット中継の日から３営業日後（土
日祝除く）を目途に公開しています。
令和元年5月以降の映像を公開しています。

１１月定例会で条例などが次のとおり可決されました。
《条例（９件可決）》
○	職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例�
（�内容：令和３年１０月の人事委員会報告に鑑み、仕事と家
庭の両立を支援するため、不妊治療又は不育症に対する
治療に係る通院等のため勤務しないことが相当であると
認められる場合に、特別休暇を与えることができるよう
にする。

� ・�取得可能期間：５日を超えない範囲� �
（頻繁な通院を必要とする場合は１０日を限度））

○	佐賀県立点字図書館設置条例の一部を改正する条例� �
（�内容：令和４年４月のリニューアルオープンに合わせて、
佐賀県立点字図書館の名称を「佐賀県立視覚障害者情報・
交流センター」に変更するもの。）

○	佐賀県青少年健全育成条例の一部を改正する条例� �
（�内容：民法の改正（令和４年４月１日施行）により女性
の婚姻開始年齢が１６歳から１８歳に引き上げられること
に伴い、青少年の定義を改正するもの。）� など

《意見書（２件可決）》
○原油価格高騰への対処を求める意見書
○	新型コロナウイルス感染症禍における適切な財源確保を
求める意見書

《請願（１件採択）》
○	私学助成の大幅増額・教育費の保護者負担の軽減・教育
条件の改善をもとめる請願書

令和３年１１月定例会
議案採決結果一覧表（PDF）

その他の
　条例案等はこちら➡

決算特別委員会の決算審査概要
　１１月４日から１７日まで決算特別委員会を開催し、「令和２年度佐賀県歳入歳出決算の認定について」、「令和２年度佐賀県
工業用水道事業決算の認定について」以上２件の議案が審査され、いずれの議案も賛成者多数又は全会一致で認定されました。
（主な審議内容）
総務常任委員会関係
・�県職員の定年退職者と農業現場をつなぐ「定農連携」に
向けた取組
・�住民の安全安心に向けた、交通事故防止の対策と推進の
取組
・�県民が安心して道路を利用できる交通環境の実現に向け
た取組
文教厚生常任委員会関係
・�県内司書のレベルアップや読書環境の更なる充実に向け
た取組
・�市町や関係機関と連携した、ひとり親家庭の家庭環境に
応じた支援の取組
・�豪雨災害の経験を踏まえた、円滑かつ効果的な被災者支
援活動を展開する取組
農林水産商工常任委員会関係
・�コロナ禍における中小企業の持続的発展に向けた支援の取組
・企業誘致の積極的な推進や産業人材確保への取組

・�「さが園芸生産８８８億円推進事業」における施設園芸事業者
支援の取組
地域交流・県土整備常任委員会関係
・�九州佐賀国際空港におけるアフターコロナを見据えた利
用者数回復等の取組
・�若手就業者の育成等による、建設業への将来の担い手を
確保する取組
・�国が管理する県内４水系の直轄河川における治水対策の
更なる推進への取組

（委員名簿）
委員長　　岡口重文
副委員長　坂口祐樹
委　員　　�石井秀夫、石倉秀郷、野田勝人、定松一生、

弘川貴紀、古賀和浩、西久保弘克、藤崎輝樹、
一ノ瀬裕子、木村雄一、古賀陽三、井上祐輔

� ＜年齢順＞
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